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著者らはこれまでポリイミドフィルム，Ag

電極およびポリチオフェン導電性高分子

(poly(3,4-ethylenedioxythiophene) poly(styrenesu- 

lfonate) : PEDOT:PSS)薄膜から構成される有機

熱電発電モジュールの提案および試作試験に

よる発電特性の報告をしてきた[1]．しかしモ

ジュール内部抵抗が大きく発電量が低下する

問題があった．そこで本研究では，有機/無機

材料界面である PEDOT:PSSAg 電極間の接触

電気抵抗に着目し，製膜手順の改良によるモジ

ュール内部抵抗の改善を試みた．また，熱伝導

解析から素子温度分布を推定し，発電量の予測

を行った結果について報告する． 

Fig. 1 に製膜手順変更前後のモジュール構造

の模式図を示す． (a)は変更前であり，

PEDOT:PSS 薄膜上に Ag 電極をパターンして

いる(Ag/PEDOT:PSS)．(b)は変更後であり，Ag

電極のパターン上に PEDOT:PSS膜を製膜して

いる(PEDOT:PSS/Ag)．各モジュールにおける

内部抵抗の平均値はAg/PEDOT:PSSで 0.65 ，

PEDOT:PSS/Ag で 0.02 となり内部抵抗は約

1/30に低下した．これは導電性の PEDOTと絶

縁性の PSSから構成される PEDOT:PSSが製膜

の乾燥過程でPEDOTがPSSに覆われたミセル

構造を取ることが関与すると考えられる[2]．

つまり，Ag 電極上に PEDOT:PSS を製膜する

ことで溶液中の PEDOT が Ag 電極と接触した

状態で製膜することから低い界面接触抵抗に

なったと考えられる． 

Fig. 2 に試作モジュールの電圧－電流特性を

示す．発電モジュールは，5 mm×4 mmで膜厚

10 m の素子を 5 対直列接続した構成とし，

面内方向の温度差T = 100 K とした．発電量

Pmax を比較すると，Ag/PEDOT:PSSでは Pmax = 

0.73 W，PEDOT:PSS/Agでは Pmax = 1.29 W 

と約 1.77 倍の発電量が得られた．発電特性評

価と同時にサーモグラフィーを用いて面内温

度分布の測定を行った．熱画像から面内方向の

温度分布は高温から低温に向けて直線的に変

化していることが明らかとなった．以上の発電

量評価結果および温度分布評価結果は解析値

とよく一致した． 
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Fig.1 Schematics of module structure 

 

Fig. 2 Voltagecurrent line and powercurrent curve 
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